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21世紀のモビリティサービスを切り開くITS

道路インフラストラクチャー構築への取組み

一快適で安全な道路交通社会の実現に向けて-
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道路インフラストラクチャー

新時代の道路交通社会で

は,最先端の技術で,道路

と車を包括する物流を一体

化した高度な道路交通シス

テムを目指している｡そこ

では,監視制御技術と情報

制御技術を融合した道路イ

ンフラストラクチャーの構

築が重要となる｡

これまで道路交通社会の発展のために,さまざまな道路インフラストラクチャーが構築されてきた｡今後は,安全で快適な

道路交通社会の実現を目指して,車と道路を融合した新たな道路インフラストラクチャーが構築されようとしている｡

日立製作所は,高度道路交通システムを実現するにあたり.通信技札 ネットワーク技術,画像応用掛軌 セキュリティ技

術などの基盤技術の研究開発,さらにこれらの基盤技術を駆使した監視制御技術や情幸綿U御技術を融合した自動料金収受シス

テム,安全走行支援システムの研究開発に取り組んでいる｡

はじめに

自動車社会のますますの発展により,快適で安全な道

路交通社会の実現が求められている｡そのために,道路

照明設備やトンネル内監視設備,換気制御設備などの道

路インフラストラクチャーの整備が進められてきた｡ま

た,ⅤICS(VehicleInformation and Commし1nication

System)に代表される交通情報通f言システムや道路表示

板へのちt象･交通規制情報などの道路情報提供システム,

｢道の駅+に代表される地域情報サービスなどが,道路交

通社会の利便性･経捌生･安全性の向_Lに大いに貢献し

ている｡,

R立製作所は,これまで,最新のネットワーク技術,

伝送技術,由像応用技術,マルチメディア技術などの要

素才支術と,これまで培ってきた監視制御技術や情報制御

技術を融合した道路インフラストラクチャーの関与邑を進

めてきた｡

ここでは,道路インフラストラクチャーの監視制御と

道路情報提供システムに対する口うエ製作所の取組みにつ

いて述べる｡
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道路インフラストラクチャーの要件

道路交通システムは,道路と自動車と人を有機的に結

ぶシステムである｡

これら3安素のうち,道路側のインフラストラクチャー

設備に必要とされる機能は以下のように分けられる｡

(1)交通流,道路,施設などの各状況を収集するセンシ

ング機能

(2)収集した情報を処理し,監視,制御する管理機能

(3)運転者が必要とする情報を,編集,配信する情報提

供機能

各機能ごとに,口立製作所が納入したシステムを中心

に以下に述べる｡

システム納入事例

3.1 画像応用システム

道路管理者には,運転者が安心して運転できる環境を

提供することが求められる｡そのために,広域にわたっ

て刻々と変化する道路の状況を,確実･迅速に把接する

システムが必安となる｡

日立製作所は,監視カメラの映像を画像処理すること

により,走行車両の動きに基づいた交通事象の把握や異

常事象の早期発見を可能とする,以下のような画像応用

システムの研究開発に取F)組んでいる｡

(1)交通流計測システム

道路上に設置した監視用カメラの映像を処理し,交通

量や平均速度などをリアルタイムに算出することにより,

渋滞と停止車両を検出する｡

(2)異常事象検知システム

トンネル内に設吊した複数のカメラ映像から複数車両

の走行位置を計測し,事故や洛‾卜物などの異常事象を検

知する｡

(3)旅行時間計測システム

通過車両のナンバープレートを読み取り,複数地一亡印可

で照合することにより,平均旅行時間や平均旅行速度な

どを計測する｡

3.2 道路管理者向けシステム

尽夜休むことなく利用される道路を維持,管理するた

めには,道路管理者の多種多様な業務を迅速かつ効率的

に管押するシステムが必要となる｡口立製作所は,以下

のようなシステムを開発し,納人している｡

3.2.1高速道路広域管制システム

道路ネットワークの拡大に伴い,交通基盤を支える付帯
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図1日本道路公団名古屋管理局施設制御室

エリア内の情朝を一括集中管理することにより.迅速かつ適切

な情報を運転者に提供する｡

設備の管理･運営の重要性がますます高まっている｡高

速道路広域管制システムでは,道路利用者の安全を確保

し,快適な走行を維持するために,管理局の交通管制室

と施設制御辛から,受変電,自家発電,照明,換気,防

災,叶変表示板,交通量計測,～も象情報,移動無線,

ITV(産業用テレビ),ラジオ再放送などの諸設備を集中監

視制御することにより,設備運用の効率化を図っている｡

日立製作所は,集中遠方監視システムを1973年から手

がけておF),2000年3月には,最新鋭のシステムを日本道

路公団名古屋管理局施設別御室へ納人した(図1参照)｡

3.2.2 道路情報システム

ー般道の道路交通需要の増加と道路利用環境改善にか

かわる退路管理者のソフトウェア而での対応として,建

設省の道路情報システムが各工事事務所などで運用され

ている｡口立製作所は,1た古11事務所の道路情報システ

ム構築を1987年から手がけている｡

道路情報システムは,気象テレメータや車向感知器,

CCTV(せ用テレビ)カメラ,トンネル,道路の下を通る

アンダーパスのポンプなどからさまざまなデータをリア

ルタイムに収集し,総合的な処理とモニタ監視によって

道路情報板,道の駅情報端末,ⅤICSなどに的確な道路

状況情報を提供する｡このシステムで取り扱っている情

幸酌ま以下のとおりである｡

(1)気象情報:雨(時間雨景,連続雨量,口雨量,降雨

状態),気温･路面温度,路面状態(凍結),積雪量･積

雪状態,風IhJ･風速,潮位など

(2)交通情報二串柿別断面交通竜,速度,占有率など

(3)施設情報:トンネルやアンダーパス,電気室など各
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稗ライフライン設備の動作状況など

(4)工事情報:1二事口時,工事個所,_‾卜車内容など

(5)広域情報:隣接二L単車務所や他道路管理者の情幸Ii

今後,道路利川臼的の多様化や道路利川者の国際化,

情報処理･通信技術の高度化･標準化に対ん占するため

に,いっそうの機能拡張を進めていく｡

3.3 道路利用者向けシステム

3.3.1 ノンストップ自動料金収受システム

ETC(Electronic TollCollection)システムは,無線通

信により,高速道路の料金収受を,料金所で停I卜するこ

となく日動的に行うシステムである｡このシステムの導

入によF),渋滞解消やキャッシュレス化による利川者の

利便性向上,道路管押者の業務効率向上が期待される｡

口立製作所は,1995年から,ETCの官民共l百‖肝究に参

画している()

このシステムの特徴は以下のとおむ)である｡

(1)無線通信才支術

料金所を80km/hで通過する卓両と料金所間で,5.8GHz

の周波数を川いて1Mビット/sの高速過イ請を実現している｡

将来のフリーフローシステムにも対応が可能である｡

(2)セキュリティ

ETCシステムでは,利用者識別情報や料金引き落とし

口座の残高,過行履歴などのセキュリティ･プライバシ

ーにかかわる情報の盗聴や改ざんなどの小正行為に対抗

できるセキュリティ対策が必要である｡H立製作所は,

本人認証や機器間の相互認証,情報秘匿通信など,長年

培ってきた暗号技術の応用によ-),これらの対策を岡っ

考雫
匡垂頭 匝∃

料金所

虹′】こ‾誉

き ‾山一盲

決済処理センター

(道路事業者)
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(クレジット会社,銀行)

ひたちなかテストコース内のETC実験設備

注:略語説明 DSRC(DedicatedShonRangeCommunication)

図2 ETC実験設備とシステム全体構成

ノンストップ自動料金収受システムは∴渋滞緩和やキャッシュレス化

により,高速道路利用者の利便性を向上させることが期待される｡

ている｡現在,2001年4月の稼動開始を目指して,日本道

路公印の東名道,常磐道,および東北道l叫ナのシステム

を開発中である｡ETCの全体システム構成を図2に示す｡

3.3.2 交通情報通信システム(VICS)

ⅤICSは,渋滞情報や注意警戒情報,駐車場情事艮など

の道路交通情報を車載器へ提供するシステムである｡運

転者は口杓にん♭じたきめ細かな情報をリアルタイムに人

手することができるため,適切な走行ルートの選択など

に利用することができる｡提供される情幸削ま,ⅤICSセン

ターで･元的に処理･編集を行った後,電波ビーコン,

光ビーコン,およびFM多重放送の三つのメディアを過

して車載詩話へ提供されている｡

1996年4月からサービスが開始され,現在では全国の

_‾仁要地城と全凶の高速道路でl盲報提供を行っている｡
H立製作所は,建設省や日本道路公団,ⅤICSセンタ

ーに多数のシステムを納入しており,また,全剛こ整備

するための標準仕様の策定に参向し,システムの開発を

進めてきた｡さらに,受信機の開発も同時に進めており,

インフラストラクチャー側システムからユーザー向け端

末まで一貫して収l)組んでいる｡

3,3.3｢道の駅+情報提供システム

｢迫の駅+は,道路利用者に快適な休息空間を提供する

施設である｡駐車場やトイレなどの休憩機能にとどまら

ず,沿道地域の急かな地域情報を掟供する情報交流機能

や,活力ある地域づくりと道を介した地域連携機能を併

せ持つ地域情報ステーションとしての役割を持っている｡

愛媛県御荘町にある迫の駅｢みしょうMIC+が導入した
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図3 道の駅｢みしょうMIC+での情報提供システムの50型

6面マルチビジョンと操作パネル
道の駅は,地域の連携や活性化の重要な拠点となっている｡
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情報提供システムでは,利用者に適切な道路交通情報や

気象情報,地域の文化,歴史,名所,観光,イベント,

特産品などの情報を提供している(図3参照)｡

このシステムでは,50型×6面マルチビジョンで全面

表示や分割表示を行うことにより,さまざまな情報の表

現にくふうを凝らしている｡マルチビジョンの前方には

操作スイッチを設置し,利川音が知りたい情報を選択し

て表示させることができる｡システムはネットワークを構

成しており,四国全域の情報を提供することができ,地域

の連携や油性化の拠点として重要な役割を果たしている｢〕

道の駅は,今後の地域ITS(Intelligent Transport

Systems)の中で,地域に寓若した役割がますます注口

されてくるものと考える｡

3.3.4 公共駐車場システム

違法な路上駐車による交通阻害や渋滞が社会･経済活

動の妨げとなり,地方都市では中心市街地の空洞化を招

き,地域活性化を阻害する要因になっている｡これらの

問題を解消するため,建設省や自治体は,道路地卜など

の公共空間を利用した駄車場施設の整備を推進している｡

R立製作所は,利川者サービスの向___l二,道営管押の効

率化,および安全件の確保を目的とした駐車場管制シス

テムを開発し,財団法人駐車場整備推進機構や第ニセク

ターに納人している(図4参照)｡

日立製作所は,このようなネットワークで結ばれた駐

車場のそれぞれの経営者に適切な収益配分が吋能な料金

管理システムを開発した｡各駐車場に共通したネットワ

ーク機能を構築することにより,ネットワーク型政市場

の新しい管理･運営を実現している｡

l‡!事‡l∧l

準ゝ
で三

萄

_㌦rノ〆

ニニrl

出口部

入口部
㌢

園4 官庁街にある松山市役所前地下駐車場

直轄駐車場と市の駐車場が,一体構造で建設された(収容台数

290台)｡
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利川者から見ると,道路と駐車場は連続したものであ

F),駐車場とITSは融合していくものと考える｡

おわりに

ここでは,道路管ま甘者向けと道路利川省向けの道路交

通システムについて,納入事例を中心に述べた｡

今後,わが国では少子高齢化が進み,道路の分野でも

′ト人数で広域を管理することが求められてくるものと予

想される｡道路管理者向けシステムでは,さらに広範囲

に効率よく管理できるシステムを,また,道路利用者向

けの情報提供システムでは｢どこでも,好きなときに,欲

しい情幸Iほ+臼指し,サービス向上に努めていく考えで

ある｡
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